
よこはま小児がん経験者ドックの

ご紹介

横浜市小児がん連携病院
横浜市立みなと赤十字病院健診センター

横浜市医療局がん・疾病対策課



2024年10月 プレスリリース



横浜市小児がん連携病院で治療を受けたCCS
・こども医療センター
・横浜市立大学附属病院
・済生会横浜市南部病院

治療施設で「よこはま小児がん経験者ドック
コース・オプション提供書」を作成

他の施設で治療を受けたCCS

「よこはま小児がん経験者ドックコース・
オプション提供書」の作成依頼
・治療施設 or

・横浜市小児がん連携病院

横浜市みなと赤十字病院健診センターに提供書
を送付、健診日を電話予約

人間ドック受診
約3w後に結果票が郵送される

人間ドック受診までの流れ



よこはま小児がん経験者ドック コース・オプション提供書（健診依頼箋）



神奈川県立こども医療センターにおけるCCS成人移行
基本方針

✓Tx off後5年以上 & 18歳以上
✓長期FU外来を1回は受診

CCS本人が疾患名・治療内容を理解（原則）

長期FU外来
• 晩期障害に関するスクリーニング
（定期外来での検査内容を評価）

• 自立支援

標準FU群
職場検診などへ移行も可

強化FU群～
成人診療施設への移行



成人診療総合病院への移行

小児がん長期FU外来

横浜市立大学附属病院聖路加国際病院国立国際医療センター

東海大学医学部附属病院

Follow up終了、職場検診へ
（標準リスク群）

40名以上の
CCSが移行

心配・・



腹部照射を受けたCCSにおける
大腸がん発症リスク

• 腹部照射をされた群の大腸がん発症率
~40歳; 0.27%

~50歳; 1.08%

~60歳; 3.70%

腹部照射なし群に比べると3.1倍のリスク

• 照射群40歳 ≒ 一般の50歳での発症リスク

J Clin Oncol. 42(3):336-347,2024. 

腹部照射歴があるCCS

Tx後5年 or 30歳、下記いずれかが推奨される
・便潜血検査 3年毎
・大腸CF          5年毎

（小児がん治療後の長期フォローアップガイド）

一般成人では・・
・便潜血検査 40歳以上に実施



⚫ 標準FU群であっても、一般成人
健診だけでは十分でない場合が
あるかも

⚫ 総合病院でのLTFU、職場検診以
外の選択肢が必要

小児がん対策について 横浜市

2023年12月
横浜市小児がん連携病院協議会定例会で相談

医療局がん・疾病対策課が市立病院健診センター
に打診

2024年3月～
”よこはま小児がん経験者ドック“プロジェクト

• 患者・家族のニーズ調査
• ウィッグ助成
• 若年がん患者在宅療法支援
• 妊孕性温存、ワクチン再接種助成
• LTFU外来助成・・・など

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/iryo/gan/taisaku/syounigan.html#renkeibyouin


• 基本コース費用 22,990円を
助成

• 1年度1回、40歳に達するまで
最大5回

実績はこれから・・（2025年5月現在、1名の予約）
今後の経過は後日、ご報告いたします
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